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「六本木の街から課題やテーマを抽出して、それを解決するための具体的なアイデアやアクションを提案し
てほしい」という編集部の要望に対して、クリエイティブディレクターの箭内道彦さんが出してくれたテー
マは、なんと「世界平和」。ということは、六本木は平和ではないのでしょうか？　そんな疑問に答える形
で、インタビューはまず、箭内さんがもつ六本木という街についてのイメージからはじまりました。

なぜ六本木は、怖い「気がする」のか。
　六本木って怖い「気がする」街ですよね。それは、たぶん、知らない国の言葉が飛び交っ
ていたり、きらびやかな装いの人がたくさんいたり、様々な国籍の人が目の前を歩いていたり
するからだろうな、と思ったんです。怖いといっても、危険という意味ではなくて、僕がなんと
なく気後れしてしまうということ。ふだん僕は原宿で働いているんですが、原宿はそんなに怖
いイメージはないんですよ。

　なんでだろうって考えたら、原宿は、みんながかっこよくなりたい、おしゃれをしたい、か
わいくなりたいっていう「志」をもって集まってくる場所だからなんですね。言ってみれば、まっ
すぐで清らかというか。遠くから来ている人も多くて、早く帰らないと電車がなくなっちゃうか
ら、夜 8 時以降なんて街はガラガラですし。それに比べて、渋谷とか六本木って、素敵な女
性と知り合って ...... という希望とか、一旗上げるまでは故郷には帰れないという気合いとか、
そういう念が渦巻く空気感があるでしょう。ちなみにこれ全部、僕の個人的なイメージなので、

街をふるさとに変える仕組みをつくりたい。
　たとえば、自分の出身都道府県の形をした、小さなバッヂを配るっていうアイデアはどうで
すか？　出身を隠したい人もいるだろうけど、形だけなら他県の人にはわからないじゃないで
すか。もちろん外国人用のバッヂは国の形。南アフリカの形のバッヂをつけている人を見かけ
たら、「俺も俺も！　懐かしいなあ。で、串とろのしじみラーメンはもう食べた？」とか「南ア
フリカ料理の店がここにあるんだよ」なんて、同郷人同士で話ができる。福島だったら、そう
ですね。「俺、会津若松市」「俺、郡山市」「『八重の桜』、見てる？」とか、そういう会話に
なるでしょうね。

　ふるさとを捨てて整形もして東京で生きているとか、夜逃げをして連れ戻されたら大変なこ
とになるって人はもちろんつけなくてOK（笑）。バッヂには、その県や国出身の人はもちろん、
その場所に興味がある人も気づきます。バーで隣の席の人から話しかけられたり、ラーメン屋
の店主とお客さんがコミュニケーションをとれたり。自然と、六本木がみんなのふるさとにな
るような仕組みやデザインがあったらいい。

　フランスワールドカップのときに、「ほぼ日」でTシャツのデザインを競い合う「T1グランプリ」
という企画をやったことがあるんです。そのとき僕がつくったのが、真っ白いTシャツの全面に、
紫のラインで世界地図がぐるっと一周しているデザイン。ワールドカップ会場に行っていろんな
国の人がいるところで、「俺、ここの国から来たんだよ」って指してもらう、通称「オレココ Tシャ
ツ」。指をさしたのが、ちょうどおへその横だったり、脇の下のくすぐったいところだったりして、
そこから会話が始まる。それにちょっと似ているんですけど。

怒らないでくださいね。

　今の若い人は別だと思うけれど、僕らの世代には絶対、外国人コンプレックスもありますよ
ね。それは、外国人より顔がおっきいってことだったり、背が低いってことだったり、足が短いっ
てことだったり。あとは単純に、英語がしゃべれないとか、お酒が強くないとか。そのコンプレッ
クスで、僕らは勝手に自滅してきたんじゃないかって思うんです。怖さの原因は結局、相手が
何者かがわからないからでしょう。どこの国のどういう人なのか、何歳なのかもわからないから、
自分より屈強に見えたり、自分より不良に見えたりする。僕だけが思ってるのかなあ（笑）。

集まっている人の多くは「おのぼりさん」？
　六本木って世界の最先端、東京のど真ん中みたいに思いがちですけど、実際にそこにいる
人の多くは、たぶん全国のいろんな土地から集まってきた人たちなんですよ。僕を含めて、東
京の人口の半分は地方出身者だっていうじゃないですか。外国人だってそうで、みんながみん
なニューヨークから来ているはずがない（笑）。オレゴンとかオクラホマとか、大都市から離
れた素朴な土地から来た「おのぼりさん外国人」だってたくさんいると思うんです。

　しかも、そういう人たちが、原宿みたいに地方色を出してなくて、おのぼりさんであること
の隠し方を知っている。あとは一方で田舎を忘れたい、ふるさとを捨てたいって人が集まって
いるような気もします。たとえば地方にいたときは冴えない OL だった。だけど六本木に来て
ミニスカートをはいてたら、みんなからいいねいいねって言われる。そんな姿、昔の友だちに
は見られたくなる ...... みたいな。それはそれで、とても素敵なことだと思います。人が生まれ
変わることのできる場所として。

　僕は、ときどきテレビに出たりして、福島の出身だって知っている人もいるから、道を歩い
ていたり仕事をしていても、「僕も福島なんです」「俺も安積高校（注：箭内さんの母校）な
んです」「第何期なんです」なんて、うれしそうに話しかけてもらうことがたまにあります。今
まではきっと、そのことを隠してたりしてたくせにね（笑）。そんなこともあって、アマンド前の
交差点を歩いている人たちが、単純にどこから来たのかを知りたいって思ったんです。

世界平和は「六本木外交」からはじまる。
　「六本木と世界平和」なんていうテーマを思いついたのは、やっぱり東日本大震災があった
からかもしれません。とくにあの原発事故以降、お前は賛成か反対かという話ばかりで、みん
な対立しすぎていると感じます。もちろん自分の考えをちゃんと表明するのは尊いことですけど、
考え方の違う人を攻撃するだけで、そのあとどうしたらいいかわからないっていうのが、今の
状態。賛成派も反対派も、どちらも大切なものを守ろうと必死に生きている中で、対立が生
まれてしまうのって本当は悲しいですよね。

　僕がメンバーのひとりである THE HUMAN BEATS というユニットに、「Two Shot」と
いう曲があります。これは違う考えの人とどう生きていくのかを歌いたかった曲。その中に「君
と僕の違うところを尊敬しあいたい　僕と君の同じところを大切にしていたい」っていう歌詞
があります。これこそ、世界平和にもっとも必要なことなんじゃないかなって思うんです。音楽
の力でもいいし、デザインやアートの力でもいいし、笑顔で注意するのでもいい。何でもいい
から、まず日本国内が思いやりを持って対話ができる状態になってほしいし、それが今、必
要だと思って。

　六本木には、東京ミッドタウンも六本木ヒルズもあるし、美術館も多くある。年齢も性別も
国籍も様々な、いわば愛すべき「アンバサダーおのぼりさん」が集まっているわけで、人材と
いう意味においては日本でも有数の場所。交流したり平和を掲げたりするのには、うってつけ
のキャストが揃っていますよね。バッヂをきっかけに、まさに六本木から対話がはじまっていく
「六本木外交」（笑）。たとえば、タンザニアの人と知り合ったら、現地で山火事があったとい
うニュースを見たときに、あの人の友だちは無事かなって、他人事じゃなく思えるでしょう。

　交番の横かなんかに、でっかい白い世界地図があって、そこからバッヂをはがせたりすると

　もちろん昔から東京に住んでいる人たちに、僕たち地方出身者たちが、どれだけ迷惑をかけ
てきたかもわかっているつもりです。ゴミを出して東京を汚しているし、酸素も吸って二酸化
炭素を吐いてるし、他にもたくさん迷惑をかけている。いつも申し訳ないなあって。さっきの「違
いを認め合う」っていう歌詞は、東京の人と地方から来た人が、どうやったら尊敬しあってやっ
てけいけるかということにも通じるんじゃないかと思うんです。

　僕自身が東京に出てきたのは、どうしても東京藝大に入りたかったから。自分がやりたいこ
とは東京じゃないとできないと思っていたんです。今はそんなことありませんが、あんまり好き
じゃなかったんですよ、ふるさとが。人が近すぎるんです。踏み込んでくる、というか土足で上がっ
てくる。いつも人のウワサ話ばっかり言っていて、自慢をするわけでもなくみんなが自虐しあっ
ている、あの感じが苦しかった。

　だから東京に来たときは、すごくうれしかった。ちょっと言葉は悪いけど、かつらをかぶる
タイミングってあるじゃないですか。僕にとって上京が、まさにそれ。自分の昔を知らない人ばっ
かりのところで、一から生まれ変わることができる。隣に住んでいる人の顔がわからないなん
てさびしいとか、怖いとかいうけれど、それがあんがい心地いい。東京の人は、絶妙なデリカシー
を持っているし、とても抱擁力が高いんです。

県とか国の違いなんてどうでもいい。
　僕は、去年まで 6 年間、東京メトロの CM のプランニングをしていました。あの CM で伝
えたかったのは、東京はあったかい街だということ。みんな東京は怖い、冷たいっていうけど、
人と人がつながるいい距離感のある街なんだというのを知ってほしかった。

　でも、きっとどこかに、東京を怖い場所にしておかないと都合が悪い人たちもいるんだろう
なとも思います（笑）。たとえばヒット曲を見ても、太田裕美の「木綿のハンカチーフ」では「都
会の絵の具に染まらないで帰って」と都会の怖さを歌ってるし、内山田洋とクールファイブの
「東京砂漠」とか、「東京＝コンクリートジャングル」なんて表現もよく使われますよね。だっ
たらみんな東京になんか来なきゃいいのにって思うんだけど、それが逆に東京に行く覚悟を試
すハードルになっていたり、夢破れて地元に帰っていくときの BGM にもなっているんでしょう
ね。

　最後にこんなことを言うのはなんですが、正直、バッヂなんてどうでもいいんです。そもそ
も県なんて、明治維新のあとに誰かが決めた境目でしょう。宮藤官九郎さんが「被災地とか
被災者という言葉は好きじゃない。日本が被災地で、日本人が被災者なんだ」と言っていま
したが、それって「日本がふるさと」「世界がふるさと」っていうのと同じこと。バッヂをつけ
ることでみんなが仲よくなって、最終的には、県とか国の違いなんて関係ないんだ、っていう
ふうになったらいいなあって思うんです。

いいですね。サッカーのユニフォームみたいに交換してもいい。六本木に住んでいる人はゴー
ルド、それ以外はシルバーにしましょうか。10年住んでいるともらえる、ゴールド免許みたいに。

東京がふるさとだと思えたら、世の中はもっとやさしくなる。
　よく東京の人から、「あんたは帰る場所があるからいいよね」と言われることがあります。と
いうことは、東京の人はふるさとがない、地元がないって感じているんですね。もしかすると
そのせいで、ふるさとを失う人の気持ちを想像するのが難しくなってしまうのかもしれません。
震災直後にあった水の買いだめも東京に特徴的なことでした。これは怒っているわけでも批判
でも何でもないんですけど。だからこそ、東京の人が自分の住んでいるところをふるさとだと思
えたら、世の中がもっともっとやさしくなる気がします。

取材を終えて ......
「そんなにちゃんと考えてるわけじゃないですよ ......」と言いながらも次々と話を展開させて最
後はキッチリ着地させるのが箭内さんのすごいところ（しかも、雑談や面白いエピソードを交
えながら！）。私が箭内さんを取材をさせてもらう機会はこれまでにも数回あったのですが、イ
ンタビューでうかがった話すべてを記事に盛り込めないことをいつも残念に思っていました。
今回は本文に入れられなかった雑談の一部をブログに掲載しましたので、そちらもぜひご覧く
ださい。（edit_kentaro inoue）

photo_ryumon kagioka / text_kentaro inoue

Creator Interview No.33 Michihiko Yanai

1



©Tokyo Midtown Management Co., Ltd. All Rights Reserved.

なぜ六本木は、怖い「気がする」のか。
　六本木って怖い「気がする」街ですよね。それは、たぶん、知らない国の言葉が飛び交っ
ていたり、きらびやかな装いの人がたくさんいたり、様々な国籍の人が目の前を歩いていたり
するからだろうな、と思ったんです。怖いといっても、危険という意味ではなくて、僕がなんと
なく気後れしてしまうということ。ふだん僕は原宿で働いているんですが、原宿はそんなに怖
いイメージはないんですよ。

　なんでだろうって考えたら、原宿は、みんながかっこよくなりたい、おしゃれをしたい、か
わいくなりたいっていう「志」をもって集まってくる場所だからなんですね。言ってみれば、まっ
すぐで清らかというか。遠くから来ている人も多くて、早く帰らないと電車がなくなっちゃうか
ら、夜 8 時以降なんて街はガラガラですし。それに比べて、渋谷とか六本木って、素敵な女
性と知り合って ...... という希望とか、一旗上げるまでは故郷には帰れないという気合いとか、
そういう念が渦巻く空気感があるでしょう。ちなみにこれ全部、僕の個人的なイメージなので、

街をふるさとに変える仕組みをつくりたい。
　たとえば、自分の出身都道府県の形をした、小さなバッヂを配るっていうアイデアはどうで
すか？　出身を隠したい人もいるだろうけど、形だけなら他県の人にはわからないじゃないで
すか。もちろん外国人用のバッヂは国の形。南アフリカの形のバッヂをつけている人を見かけ
たら、「俺も俺も！　懐かしいなあ。で、串とろのしじみラーメンはもう食べた？」とか「南ア
フリカ料理の店がここにあるんだよ」なんて、同郷人同士で話ができる。福島だったら、そう
ですね。「俺、会津若松市」「俺、郡山市」「『八重の桜』、見てる？」とか、そういう会話に
なるでしょうね。

　ふるさとを捨てて整形もして東京で生きているとか、夜逃げをして連れ戻されたら大変なこ
とになるって人はもちろんつけなくてOK（笑）。バッヂには、その県や国出身の人はもちろん、
その場所に興味がある人も気づきます。バーで隣の席の人から話しかけられたり、ラーメン屋
の店主とお客さんがコミュニケーションをとれたり。自然と、六本木がみんなのふるさとにな
るような仕組みやデザインがあったらいい。

　フランスワールドカップのときに、「ほぼ日」でTシャツのデザインを競い合う「T1グランプリ」
という企画をやったことがあるんです。そのとき僕がつくったのが、真っ白いTシャツの全面に、
紫のラインで世界地図がぐるっと一周しているデザイン。ワールドカップ会場に行っていろんな
国の人がいるところで、「俺、ここの国から来たんだよ」って指してもらう、通称「オレココ Tシャ
ツ」。指をさしたのが、ちょうどおへその横だったり、脇の下のくすぐったいところだったりして、
そこから会話が始まる。それにちょっと似ているんですけど。

怒らないでくださいね。

　今の若い人は別だと思うけれど、僕らの世代には絶対、外国人コンプレックスもありますよ
ね。それは、外国人より顔がおっきいってことだったり、背が低いってことだったり、足が短いっ
てことだったり。あとは単純に、英語がしゃべれないとか、お酒が強くないとか。そのコンプレッ
クスで、僕らは勝手に自滅してきたんじゃないかって思うんです。怖さの原因は結局、相手が
何者かがわからないからでしょう。どこの国のどういう人なのか、何歳なのかもわからないから、
自分より屈強に見えたり、自分より不良に見えたりする。僕だけが思ってるのかなあ（笑）。

集まっている人の多くは「おのぼりさん」？
　六本木って世界の最先端、東京のど真ん中みたいに思いがちですけど、実際にそこにいる
人の多くは、たぶん全国のいろんな土地から集まってきた人たちなんですよ。僕を含めて、東
京の人口の半分は地方出身者だっていうじゃないですか。外国人だってそうで、みんながみん
なニューヨークから来ているはずがない（笑）。オレゴンとかオクラホマとか、大都市から離
れた素朴な土地から来た「おのぼりさん外国人」だってたくさんいると思うんです。

　しかも、そういう人たちが、原宿みたいに地方色を出してなくて、おのぼりさんであること
の隠し方を知っている。あとは一方で田舎を忘れたい、ふるさとを捨てたいって人が集まって
いるような気もします。たとえば地方にいたときは冴えない OL だった。だけど六本木に来て
ミニスカートをはいてたら、みんなからいいねいいねって言われる。そんな姿、昔の友だちに
は見られたくなる ...... みたいな。それはそれで、とても素敵なことだと思います。人が生まれ
変わることのできる場所として。

　僕は、ときどきテレビに出たりして、福島の出身だって知っている人もいるから、道を歩い
ていたり仕事をしていても、「僕も福島なんです」「俺も安積高校（注：箭内さんの母校）な
んです」「第何期なんです」なんて、うれしそうに話しかけてもらうことがたまにあります。今
まではきっと、そのことを隠してたりしてたくせにね（笑）。そんなこともあって、アマンド前の
交差点を歩いている人たちが、単純にどこから来たのかを知りたいって思ったんです。

世界平和は「六本木外交」からはじまる。
　「六本木と世界平和」なんていうテーマを思いついたのは、やっぱり東日本大震災があった
からかもしれません。とくにあの原発事故以降、お前は賛成か反対かという話ばかりで、みん
な対立しすぎていると感じます。もちろん自分の考えをちゃんと表明するのは尊いことですけど、
考え方の違う人を攻撃するだけで、そのあとどうしたらいいかわからないっていうのが、今の
状態。賛成派も反対派も、どちらも大切なものを守ろうと必死に生きている中で、対立が生
まれてしまうのって本当は悲しいですよね。

　僕がメンバーのひとりである THE HUMAN BEATS というユニットに、「Two Shot」と
いう曲があります。これは違う考えの人とどう生きていくのかを歌いたかった曲。その中に「君
と僕の違うところを尊敬しあいたい　僕と君の同じところを大切にしていたい」っていう歌詞
があります。これこそ、世界平和にもっとも必要なことなんじゃないかなって思うんです。音楽
の力でもいいし、デザインやアートの力でもいいし、笑顔で注意するのでもいい。何でもいい
から、まず日本国内が思いやりを持って対話ができる状態になってほしいし、それが今、必
要だと思って。

　六本木には、東京ミッドタウンも六本木ヒルズもあるし、美術館も多くある。年齢も性別も
国籍も様々な、いわば愛すべき「アンバサダーおのぼりさん」が集まっているわけで、人材と
いう意味においては日本でも有数の場所。交流したり平和を掲げたりするのには、うってつけ
のキャストが揃っていますよね。バッヂをきっかけに、まさに六本木から対話がはじまっていく
「六本木外交」（笑）。たとえば、タンザニアの人と知り合ったら、現地で山火事があったとい
うニュースを見たときに、あの人の友だちは無事かなって、他人事じゃなく思えるでしょう。

　交番の横かなんかに、でっかい白い世界地図があって、そこからバッヂをはがせたりすると

　もちろん昔から東京に住んでいる人たちに、僕たち地方出身者たちが、どれだけ迷惑をかけ
てきたかもわかっているつもりです。ゴミを出して東京を汚しているし、酸素も吸って二酸化
炭素を吐いてるし、他にもたくさん迷惑をかけている。いつも申し訳ないなあって。さっきの「違
いを認め合う」っていう歌詞は、東京の人と地方から来た人が、どうやったら尊敬しあってやっ
てけいけるかということにも通じるんじゃないかと思うんです。

　僕自身が東京に出てきたのは、どうしても東京藝大に入りたかったから。自分がやりたいこ
とは東京じゃないとできないと思っていたんです。今はそんなことありませんが、あんまり好き
じゃなかったんですよ、ふるさとが。人が近すぎるんです。踏み込んでくる、というか土足で上がっ
てくる。いつも人のウワサ話ばっかり言っていて、自慢をするわけでもなくみんなが自虐しあっ
ている、あの感じが苦しかった。

　だから東京に来たときは、すごくうれしかった。ちょっと言葉は悪いけど、かつらをかぶる
タイミングってあるじゃないですか。僕にとって上京が、まさにそれ。自分の昔を知らない人ばっ
かりのところで、一から生まれ変わることができる。隣に住んでいる人の顔がわからないなん
てさびしいとか、怖いとかいうけれど、それがあんがい心地いい。東京の人は、絶妙なデリカシー
を持っているし、とても抱擁力が高いんです。

県とか国の違いなんてどうでもいい。
　僕は、去年まで 6 年間、東京メトロの CM のプランニングをしていました。あの CM で伝
えたかったのは、東京はあったかい街だということ。みんな東京は怖い、冷たいっていうけど、
人と人がつながるいい距離感のある街なんだというのを知ってほしかった。

　でも、きっとどこかに、東京を怖い場所にしておかないと都合が悪い人たちもいるんだろう
なとも思います（笑）。たとえばヒット曲を見ても、太田裕美の「木綿のハンカチーフ」では「都
会の絵の具に染まらないで帰って」と都会の怖さを歌ってるし、内山田洋とクールファイブの
「東京砂漠」とか、「東京＝コンクリートジャングル」なんて表現もよく使われますよね。だっ
たらみんな東京になんか来なきゃいいのにって思うんだけど、それが逆に東京に行く覚悟を試
すハードルになっていたり、夢破れて地元に帰っていくときの BGM にもなっているんでしょう
ね。

　最後にこんなことを言うのはなんですが、正直、バッヂなんてどうでもいいんです。そもそ
も県なんて、明治維新のあとに誰かが決めた境目でしょう。宮藤官九郎さんが「被災地とか
被災者という言葉は好きじゃない。日本が被災地で、日本人が被災者なんだ」と言っていま
したが、それって「日本がふるさと」「世界がふるさと」っていうのと同じこと。バッヂをつけ
ることでみんなが仲よくなって、最終的には、県とか国の違いなんて関係ないんだ、っていう
ふうになったらいいなあって思うんです。

いいですね。サッカーのユニフォームみたいに交換してもいい。六本木に住んでいる人はゴー
ルド、それ以外はシルバーにしましょうか。10年住んでいるともらえる、ゴールド免許みたいに。

東京がふるさとだと思えたら、世の中はもっとやさしくなる。
　よく東京の人から、「あんたは帰る場所があるからいいよね」と言われることがあります。と
いうことは、東京の人はふるさとがない、地元がないって感じているんですね。もしかすると
そのせいで、ふるさとを失う人の気持ちを想像するのが難しくなってしまうのかもしれません。
震災直後にあった水の買いだめも東京に特徴的なことでした。これは怒っているわけでも批判
でも何でもないんですけど。だからこそ、東京の人が自分の住んでいるところをふるさとだと思
えたら、世の中がもっともっとやさしくなる気がします。

取材を終えて ......
「そんなにちゃんと考えてるわけじゃないですよ ......」と言いながらも次々と話を展開させて最
後はキッチリ着地させるのが箭内さんのすごいところ（しかも、雑談や面白いエピソードを交
えながら！）。私が箭内さんを取材をさせてもらう機会はこれまでにも数回あったのですが、イ
ンタビューでうかがった話すべてを記事に盛り込めないことをいつも残念に思っていました。
今回は本文に入れられなかった雑談の一部をブログに掲載しましたので、そちらもぜひご覧く
ださい。（edit_kentaro inoue）
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アマンド
戦後すぐに創業し、港区を中心に洋菓子販売と喫
茶店を手がける。六本木店は、バブル時代には、
待ち合わせのメッカとしても有名に。
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なぜ六本木は、怖い「気がする」のか。
　六本木って怖い「気がする」街ですよね。それは、たぶん、知らない国の言葉が飛び交っ
ていたり、きらびやかな装いの人がたくさんいたり、様々な国籍の人が目の前を歩いていたり
するからだろうな、と思ったんです。怖いといっても、危険という意味ではなくて、僕がなんと
なく気後れしてしまうということ。ふだん僕は原宿で働いているんですが、原宿はそんなに怖
いイメージはないんですよ。

　なんでだろうって考えたら、原宿は、みんながかっこよくなりたい、おしゃれをしたい、か
わいくなりたいっていう「志」をもって集まってくる場所だからなんですね。言ってみれば、まっ
すぐで清らかというか。遠くから来ている人も多くて、早く帰らないと電車がなくなっちゃうか
ら、夜 8 時以降なんて街はガラガラですし。それに比べて、渋谷とか六本木って、素敵な女
性と知り合って ...... という希望とか、一旗上げるまでは故郷には帰れないという気合いとか、
そういう念が渦巻く空気感があるでしょう。ちなみにこれ全部、僕の個人的なイメージなので、

街をふるさとに変える仕組みをつくりたい。
　たとえば、自分の出身都道府県の形をした、小さなバッヂを配るっていうアイデアはどうで
すか？　出身を隠したい人もいるだろうけど、形だけなら他県の人にはわからないじゃないで
すか。もちろん外国人用のバッヂは国の形。南アフリカの形のバッヂをつけている人を見かけ
たら、「俺も俺も！　懐かしいなあ。で、串とろのしじみラーメンはもう食べた？」とか「南ア
フリカ料理の店がここにあるんだよ」なんて、同郷人同士で話ができる。福島だったら、そう
ですね。「俺、会津若松市」「俺、郡山市」「『八重の桜』、見てる？」とか、そういう会話に
なるでしょうね。

　ふるさとを捨てて整形もして東京で生きているとか、夜逃げをして連れ戻されたら大変なこ
とになるって人はもちろんつけなくてOK（笑）。バッヂには、その県や国出身の人はもちろん、
その場所に興味がある人も気づきます。バーで隣の席の人から話しかけられたり、ラーメン屋
の店主とお客さんがコミュニケーションをとれたり。自然と、六本木がみんなのふるさとにな
るような仕組みやデザインがあったらいい。
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なるでしょうね。

　ふるさとを捨てて整形もして東京で生きているとか、夜逃げをして連れ戻されたら大変なこ
とになるって人はもちろんつけなくてOK（笑）。バッヂには、その県や国出身の人はもちろん、
その場所に興味がある人も気づきます。バーで隣の席の人から話しかけられたり、ラーメン屋
の店主とお客さんがコミュニケーションをとれたり。自然と、六本木がみんなのふるさとにな
るような仕組みやデザインがあったらいい。

　フランスワールドカップのときに、「ほぼ日」でTシャツのデザインを競い合う「T1グランプリ」
という企画をやったことがあるんです。そのとき僕がつくったのが、真っ白いTシャツの全面に、
紫のラインで世界地図がぐるっと一周しているデザイン。ワールドカップ会場に行っていろんな
国の人がいるところで、「俺、ここの国から来たんだよ」って指してもらう、通称「オレココ Tシャ
ツ」。指をさしたのが、ちょうどおへその横だったり、脇の下のくすぐったいところだったりして、
そこから会話が始まる。それにちょっと似ているんですけど。

4

怒らないでくださいね。

　今の若い人は別だと思うけれど、僕らの世代には絶対、外国人コンプレックスもありますよ
ね。それは、外国人より顔がおっきいってことだったり、背が低いってことだったり、足が短いっ
てことだったり。あとは単純に、英語がしゃべれないとか、お酒が強くないとか。そのコンプレッ
クスで、僕らは勝手に自滅してきたんじゃないかって思うんです。怖さの原因は結局、相手が
何者かがわからないからでしょう。どこの国のどういう人なのか、何歳なのかもわからないから、
自分より屈強に見えたり、自分より不良に見えたりする。僕だけが思ってるのかなあ（笑）。

集まっている人の多くは「おのぼりさん」？
　六本木って世界の最先端、東京のど真ん中みたいに思いがちですけど、実際にそこにいる
人の多くは、たぶん全国のいろんな土地から集まってきた人たちなんですよ。僕を含めて、東
京の人口の半分は地方出身者だっていうじゃないですか。外国人だってそうで、みんながみん
なニューヨークから来ているはずがない（笑）。オレゴンとかオクラホマとか、大都市から離
れた素朴な土地から来た「おのぼりさん外国人」だってたくさんいると思うんです。

　しかも、そういう人たちが、原宿みたいに地方色を出してなくて、おのぼりさんであること
の隠し方を知っている。あとは一方で田舎を忘れたい、ふるさとを捨てたいって人が集まって
いるような気もします。たとえば地方にいたときは冴えない OL だった。だけど六本木に来て
ミニスカートをはいてたら、みんなからいいねいいねって言われる。そんな姿、昔の友だちに
は見られたくなる ...... みたいな。それはそれで、とても素敵なことだと思います。人が生まれ
変わることのできる場所として。

　僕は、ときどきテレビに出たりして、福島の出身だって知っている人もいるから、道を歩い
ていたり仕事をしていても、「僕も福島なんです」「俺も安積高校（注：箭内さんの母校）な
んです」「第何期なんです」なんて、うれしそうに話しかけてもらうことがたまにあります。今
まではきっと、そのことを隠してたりしてたくせにね（笑）。そんなこともあって、アマンド前の
交差点を歩いている人たちが、単純にどこから来たのかを知りたいって思ったんです。

世界平和は「六本木外交」からはじまる。
　「六本木と世界平和」なんていうテーマを思いついたのは、やっぱり東日本大震災があった
からかもしれません。とくにあの原発事故以降、お前は賛成か反対かという話ばかりで、みん
な対立しすぎていると感じます。もちろん自分の考えをちゃんと表明するのは尊いことですけど、
考え方の違う人を攻撃するだけで、そのあとどうしたらいいかわからないっていうのが、今の
状態。賛成派も反対派も、どちらも大切なものを守ろうと必死に生きている中で、対立が生
まれてしまうのって本当は悲しいですよね。

　僕がメンバーのひとりである THE HUMAN BEATS というユニットに、「Two Shot」と
いう曲があります。これは違う考えの人とどう生きていくのかを歌いたかった曲。その中に「君
と僕の違うところを尊敬しあいたい　僕と君の同じところを大切にしていたい」っていう歌詞
があります。これこそ、世界平和にもっとも必要なことなんじゃないかなって思うんです。音楽
の力でもいいし、デザインやアートの力でもいいし、笑顔で注意するのでもいい。何でもいい
から、まず日本国内が思いやりを持って対話ができる状態になってほしいし、それが今、必
要だと思って。

　六本木には、東京ミッドタウンも六本木ヒルズもあるし、美術館も多くある。年齢も性別も
国籍も様々な、いわば愛すべき「アンバサダーおのぼりさん」が集まっているわけで、人材と
いう意味においては日本でも有数の場所。交流したり平和を掲げたりするのには、うってつけ
のキャストが揃っていますよね。バッヂをきっかけに、まさに六本木から対話がはじまっていく
「六本木外交」（笑）。たとえば、タンザニアの人と知り合ったら、現地で山火事があったとい
うニュースを見たときに、あの人の友だちは無事かなって、他人事じゃなく思えるでしょう。

　交番の横かなんかに、でっかい白い世界地図があって、そこからバッヂをはがせたりすると

　もちろん昔から東京に住んでいる人たちに、僕たち地方出身者たちが、どれだけ迷惑をかけ
てきたかもわかっているつもりです。ゴミを出して東京を汚しているし、酸素も吸って二酸化
炭素を吐いてるし、他にもたくさん迷惑をかけている。いつも申し訳ないなあって。さっきの「違
いを認め合う」っていう歌詞は、東京の人と地方から来た人が、どうやったら尊敬しあってやっ
てけいけるかということにも通じるんじゃないかと思うんです。

　僕自身が東京に出てきたのは、どうしても東京藝大に入りたかったから。自分がやりたいこ
とは東京じゃないとできないと思っていたんです。今はそんなことありませんが、あんまり好き
じゃなかったんですよ、ふるさとが。人が近すぎるんです。踏み込んでくる、というか土足で上がっ
てくる。いつも人のウワサ話ばっかり言っていて、自慢をするわけでもなくみんなが自虐しあっ
ている、あの感じが苦しかった。

　だから東京に来たときは、すごくうれしかった。ちょっと言葉は悪いけど、かつらをかぶる
タイミングってあるじゃないですか。僕にとって上京が、まさにそれ。自分の昔を知らない人ばっ
かりのところで、一から生まれ変わることができる。隣に住んでいる人の顔がわからないなん
てさびしいとか、怖いとかいうけれど、それがあんがい心地いい。東京の人は、絶妙なデリカシー
を持っているし、とても抱擁力が高いんです。

県とか国の違いなんてどうでもいい。
　僕は、去年まで 6 年間、東京メトロの CM のプランニングをしていました。あの CM で伝
えたかったのは、東京はあったかい街だということ。みんな東京は怖い、冷たいっていうけど、
人と人がつながるいい距離感のある街なんだというのを知ってほしかった。

　でも、きっとどこかに、東京を怖い場所にしておかないと都合が悪い人たちもいるんだろう
なとも思います（笑）。たとえばヒット曲を見ても、太田裕美の「木綿のハンカチーフ」では「都
会の絵の具に染まらないで帰って」と都会の怖さを歌ってるし、内山田洋とクールファイブの
「東京砂漠」とか、「東京＝コンクリートジャングル」なんて表現もよく使われますよね。だっ
たらみんな東京になんか来なきゃいいのにって思うんだけど、それが逆に東京に行く覚悟を試
すハードルになっていたり、夢破れて地元に帰っていくときの BGM にもなっているんでしょう
ね。

　最後にこんなことを言うのはなんですが、正直、バッヂなんてどうでもいいんです。そもそ
も県なんて、明治維新のあとに誰かが決めた境目でしょう。宮藤官九郎さんが「被災地とか
被災者という言葉は好きじゃない。日本が被災地で、日本人が被災者なんだ」と言っていま
したが、それって「日本がふるさと」「世界がふるさと」っていうのと同じこと。バッヂをつけ
ることでみんなが仲よくなって、最終的には、県とか国の違いなんて関係ないんだ、っていう
ふうになったらいいなあって思うんです。

いいですね。サッカーのユニフォームみたいに交換してもいい。六本木に住んでいる人はゴー
ルド、それ以外はシルバーにしましょうか。10年住んでいるともらえる、ゴールド免許みたいに。

東京がふるさとだと思えたら、世の中はもっとやさしくなる。
　よく東京の人から、「あんたは帰る場所があるからいいよね」と言われることがあります。と
いうことは、東京の人はふるさとがない、地元がないって感じているんですね。もしかすると
そのせいで、ふるさとを失う人の気持ちを想像するのが難しくなってしまうのかもしれません。
震災直後にあった水の買いだめも東京に特徴的なことでした。これは怒っているわけでも批判
でも何でもないんですけど。だからこそ、東京の人が自分の住んでいるところをふるさとだと思
えたら、世の中がもっともっとやさしくなる気がします。

取材を終えて ......
「そんなにちゃんと考えてるわけじゃないですよ ......」と言いながらも次々と話を展開させて最
後はキッチリ着地させるのが箭内さんのすごいところ（しかも、雑談や面白いエピソードを交
えながら！）。私が箭内さんを取材をさせてもらう機会はこれまでにも数回あったのですが、イ
ンタビューでうかがった話すべてを記事に盛り込めないことをいつも残念に思っていました。
今回は本文に入れられなかった雑談の一部をブログに掲載しましたので、そちらもぜひご覧く
ださい。（edit_kentaro inoue）

Creator Interview No.33 Michihiko Yanai

串とろ
箭内氏がよく訪れる、東京ミッドタウン近くにある
ラーメン店。青森出身のマスターがつくる八戸
ラーメンや、あっさりしたしじみラーメンが名物。

ほぼ日
糸井重里氏が主宰するウェブサイト「ほぼ日刊イ
トイ新聞」。本文中にも登場する、箭内氏が手がけ
た「オレココ Tシャツ」は、かなりの高評価を受け
たとか。
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なぜ六本木は、怖い「気がする」のか。
　六本木って怖い「気がする」街ですよね。それは、たぶん、知らない国の言葉が飛び交っ
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性と知り合って ...... という希望とか、一旗上げるまでは故郷には帰れないという気合いとか、
そういう念が渦巻く空気感があるでしょう。ちなみにこれ全部、僕の個人的なイメージなので、
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フリカ料理の店がここにあるんだよ」なんて、同郷人同士で話ができる。福島だったら、そう
ですね。「俺、会津若松市」「俺、郡山市」「『八重の桜』、見てる？」とか、そういう会話に
なるでしょうね。

　ふるさとを捨てて整形もして東京で生きているとか、夜逃げをして連れ戻されたら大変なこ
とになるって人はもちろんつけなくてOK（笑）。バッヂには、その県や国出身の人はもちろん、
その場所に興味がある人も気づきます。バーで隣の席の人から話しかけられたり、ラーメン屋
の店主とお客さんがコミュニケーションをとれたり。自然と、六本木がみんなのふるさとにな
るような仕組みやデザインがあったらいい。

　フランスワールドカップのときに、「ほぼ日」でTシャツのデザインを競い合う「T1グランプリ」
という企画をやったことがあるんです。そのとき僕がつくったのが、真っ白いTシャツの全面に、
紫のラインで世界地図がぐるっと一周しているデザイン。ワールドカップ会場に行っていろんな
国の人がいるところで、「俺、ここの国から来たんだよ」って指してもらう、通称「オレココ Tシャ
ツ」。指をさしたのが、ちょうどおへその横だったり、脇の下のくすぐったいところだったりして、
そこから会話が始まる。それにちょっと似ているんですけど。
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てことだったり。あとは単純に、英語がしゃべれないとか、お酒が強くないとか。そのコンプレッ
クスで、僕らは勝手に自滅してきたんじゃないかって思うんです。怖さの原因は結局、相手が
何者かがわからないからでしょう。どこの国のどういう人なのか、何歳なのかもわからないから、
自分より屈強に見えたり、自分より不良に見えたりする。僕だけが思ってるのかなあ（笑）。

集まっている人の多くは「おのぼりさん」？
　六本木って世界の最先端、東京のど真ん中みたいに思いがちですけど、実際にそこにいる
人の多くは、たぶん全国のいろんな土地から集まってきた人たちなんですよ。僕を含めて、東
京の人口の半分は地方出身者だっていうじゃないですか。外国人だってそうで、みんながみん
なニューヨークから来ているはずがない（笑）。オレゴンとかオクラホマとか、大都市から離
れた素朴な土地から来た「おのぼりさん外国人」だってたくさんいると思うんです。
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ミニスカートをはいてたら、みんなからいいねいいねって言われる。そんな姿、昔の友だちに
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交差点を歩いている人たちが、単純にどこから来たのかを知りたいって思ったんです。
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えたかったのは、東京はあったかい街だということ。みんな東京は怖い、冷たいっていうけど、
人と人がつながるいい距離感のある街なんだというのを知ってほしかった。

　でも、きっとどこかに、東京を怖い場所にしておかないと都合が悪い人たちもいるんだろう
なとも思います（笑）。たとえばヒット曲を見ても、太田裕美の「木綿のハンカチーフ」では「都
会の絵の具に染まらないで帰って」と都会の怖さを歌ってるし、内山田洋とクールファイブの
「東京砂漠」とか、「東京＝コンクリートジャングル」なんて表現もよく使われますよね。だっ
たらみんな東京になんか来なきゃいいのにって思うんだけど、それが逆に東京に行く覚悟を試
すハードルになっていたり、夢破れて地元に帰っていくときの BGM にもなっているんでしょう
ね。

　最後にこんなことを言うのはなんですが、正直、バッヂなんてどうでもいいんです。そもそ
も県なんて、明治維新のあとに誰かが決めた境目でしょう。宮藤官九郎さんが「被災地とか
被災者という言葉は好きじゃない。日本が被災地で、日本人が被災者なんだ」と言っていま
したが、それって「日本がふるさと」「世界がふるさと」っていうのと同じこと。バッヂをつけ
ることでみんなが仲よくなって、最終的には、県とか国の違いなんて関係ないんだ、っていう
ふうになったらいいなあって思うんです。

いいですね。サッカーのユニフォームみたいに交換してもいい。六本木に住んでいる人はゴー
ルド、それ以外はシルバーにしましょうか。10年住んでいるともらえる、ゴールド免許みたいに。

東京がふるさとだと思えたら、世の中はもっとやさしくなる。
　よく東京の人から、「あんたは帰る場所があるからいいよね」と言われることがあります。と
いうことは、東京の人はふるさとがない、地元がないって感じているんですね。もしかすると
そのせいで、ふるさとを失う人の気持ちを想像するのが難しくなってしまうのかもしれません。
震災直後にあった水の買いだめも東京に特徴的なことでした。これは怒っているわけでも批判
でも何でもないんですけど。だからこそ、東京の人が自分の住んでいるところをふるさとだと思
えたら、世の中がもっともっとやさしくなる気がします。

取材を終えて ......
「そんなにちゃんと考えてるわけじゃないですよ ......」と言いながらも次々と話を展開させて最
後はキッチリ着地させるのが箭内さんのすごいところ（しかも、雑談や面白いエピソードを交
えながら！）。私が箭内さんを取材をさせてもらう機会はこれまでにも数回あったのですが、イ
ンタビューでうかがった話すべてを記事に盛り込めないことをいつも残念に思っていました。
今回は本文に入れられなかった雑談の一部をブログに掲載しましたので、そちらもぜひご覧く
ださい。（edit_kentaro inoue）
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THE HUMAN BEATS
キ ヨ サ ク（MONGOL800）、Mummy-D
（RHYMESTER）、箭内道彦、亀田誠治の 4 人に
よるプロジェクト。1st シングル「Two Shot」は、
東日本大震災の復興支援チャリティソング。
http://two-shot.jp/
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なぜ六本木は、怖い「気がする」のか。
　六本木って怖い「気がする」街ですよね。それは、たぶん、知らない国の言葉が飛び交っ
ていたり、きらびやかな装いの人がたくさんいたり、様々な国籍の人が目の前を歩いていたり
するからだろうな、と思ったんです。怖いといっても、危険という意味ではなくて、僕がなんと
なく気後れしてしまうということ。ふだん僕は原宿で働いているんですが、原宿はそんなに怖
いイメージはないんですよ。

　なんでだろうって考えたら、原宿は、みんながかっこよくなりたい、おしゃれをしたい、か
わいくなりたいっていう「志」をもって集まってくる場所だからなんですね。言ってみれば、まっ
すぐで清らかというか。遠くから来ている人も多くて、早く帰らないと電車がなくなっちゃうか
ら、夜 8 時以降なんて街はガラガラですし。それに比べて、渋谷とか六本木って、素敵な女
性と知り合って ...... という希望とか、一旗上げるまでは故郷には帰れないという気合いとか、
そういう念が渦巻く空気感があるでしょう。ちなみにこれ全部、僕の個人的なイメージなので、

街をふるさとに変える仕組みをつくりたい。
　たとえば、自分の出身都道府県の形をした、小さなバッヂを配るっていうアイデアはどうで
すか？　出身を隠したい人もいるだろうけど、形だけなら他県の人にはわからないじゃないで
すか。もちろん外国人用のバッヂは国の形。南アフリカの形のバッヂをつけている人を見かけ
たら、「俺も俺も！　懐かしいなあ。で、串とろのしじみラーメンはもう食べた？」とか「南ア
フリカ料理の店がここにあるんだよ」なんて、同郷人同士で話ができる。福島だったら、そう
ですね。「俺、会津若松市」「俺、郡山市」「『八重の桜』、見てる？」とか、そういう会話に
なるでしょうね。

　ふるさとを捨てて整形もして東京で生きているとか、夜逃げをして連れ戻されたら大変なこ
とになるって人はもちろんつけなくてOK（笑）。バッヂには、その県や国出身の人はもちろん、
その場所に興味がある人も気づきます。バーで隣の席の人から話しかけられたり、ラーメン屋
の店主とお客さんがコミュニケーションをとれたり。自然と、六本木がみんなのふるさとにな
るような仕組みやデザインがあったらいい。

　フランスワールドカップのときに、「ほぼ日」でTシャツのデザインを競い合う「T1グランプリ」
という企画をやったことがあるんです。そのとき僕がつくったのが、真っ白いTシャツの全面に、
紫のラインで世界地図がぐるっと一周しているデザイン。ワールドカップ会場に行っていろんな
国の人がいるところで、「俺、ここの国から来たんだよ」って指してもらう、通称「オレココ Tシャ
ツ」。指をさしたのが、ちょうどおへその横だったり、脇の下のくすぐったいところだったりして、
そこから会話が始まる。それにちょっと似ているんですけど。

怒らないでくださいね。

　今の若い人は別だと思うけれど、僕らの世代には絶対、外国人コンプレックスもありますよ
ね。それは、外国人より顔がおっきいってことだったり、背が低いってことだったり、足が短いっ
てことだったり。あとは単純に、英語がしゃべれないとか、お酒が強くないとか。そのコンプレッ
クスで、僕らは勝手に自滅してきたんじゃないかって思うんです。怖さの原因は結局、相手が
何者かがわからないからでしょう。どこの国のどういう人なのか、何歳なのかもわからないから、
自分より屈強に見えたり、自分より不良に見えたりする。僕だけが思ってるのかなあ（笑）。

集まっている人の多くは「おのぼりさん」？
　六本木って世界の最先端、東京のど真ん中みたいに思いがちですけど、実際にそこにいる
人の多くは、たぶん全国のいろんな土地から集まってきた人たちなんですよ。僕を含めて、東
京の人口の半分は地方出身者だっていうじゃないですか。外国人だってそうで、みんながみん
なニューヨークから来ているはずがない（笑）。オレゴンとかオクラホマとか、大都市から離
れた素朴な土地から来た「おのぼりさん外国人」だってたくさんいると思うんです。

　しかも、そういう人たちが、原宿みたいに地方色を出してなくて、おのぼりさんであること
の隠し方を知っている。あとは一方で田舎を忘れたい、ふるさとを捨てたいって人が集まって
いるような気もします。たとえば地方にいたときは冴えない OL だった。だけど六本木に来て
ミニスカートをはいてたら、みんなからいいねいいねって言われる。そんな姿、昔の友だちに
は見られたくなる ...... みたいな。それはそれで、とても素敵なことだと思います。人が生まれ
変わることのできる場所として。
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んです」「第何期なんです」なんて、うれしそうに話しかけてもらうことがたまにあります。今
まではきっと、そのことを隠してたりしてたくせにね（笑）。そんなこともあって、アマンド前の
交差点を歩いている人たちが、単純にどこから来たのかを知りたいって思ったんです。

世界平和は「六本木外交」からはじまる。
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れた素朴な土地から来た「おのぼりさん外国人」だってたくさんいると思うんです。

　しかも、そういう人たちが、原宿みたいに地方色を出してなくて、おのぼりさんであること
の隠し方を知っている。あとは一方で田舎を忘れたい、ふるさとを捨てたいって人が集まって
いるような気もします。たとえば地方にいたときは冴えない OL だった。だけど六本木に来て
ミニスカートをはいてたら、みんなからいいねいいねって言われる。そんな姿、昔の友だちに
は見られたくなる ...... みたいな。それはそれで、とても素敵なことだと思います。人が生まれ
変わることのできる場所として。

　僕は、ときどきテレビに出たりして、福島の出身だって知っている人もいるから、道を歩い
ていたり仕事をしていても、「僕も福島なんです」「俺も安積高校（注：箭内さんの母校）な
んです」「第何期なんです」なんて、うれしそうに話しかけてもらうことがたまにあります。今
まではきっと、そのことを隠してたりしてたくせにね（笑）。そんなこともあって、アマンド前の
交差点を歩いている人たちが、単純にどこから来たのかを知りたいって思ったんです。

世界平和は「六本木外交」からはじまる。
　「六本木と世界平和」なんていうテーマを思いついたのは、やっぱり東日本大震災があった
からかもしれません。とくにあの原発事故以降、お前は賛成か反対かという話ばかりで、みん
な対立しすぎていると感じます。もちろん自分の考えをちゃんと表明するのは尊いことですけど、
考え方の違う人を攻撃するだけで、そのあとどうしたらいいかわからないっていうのが、今の
状態。賛成派も反対派も、どちらも大切なものを守ろうと必死に生きている中で、対立が生
まれてしまうのって本当は悲しいですよね。

　僕がメンバーのひとりである THE HUMAN BEATS というユニットに、「Two Shot」と
いう曲があります。これは違う考えの人とどう生きていくのかを歌いたかった曲。その中に「君
と僕の違うところを尊敬しあいたい　僕と君の同じところを大切にしていたい」っていう歌詞
があります。これこそ、世界平和にもっとも必要なことなんじゃないかなって思うんです。音楽
の力でもいいし、デザインやアートの力でもいいし、笑顔で注意するのでもいい。何でもいい
から、まず日本国内が思いやりを持って対話ができる状態になってほしいし、それが今、必
要だと思って。

　六本木には、東京ミッドタウンも六本木ヒルズもあるし、美術館も多くある。年齢も性別も
国籍も様々な、いわば愛すべき「アンバサダーおのぼりさん」が集まっているわけで、人材と
いう意味においては日本でも有数の場所。交流したり平和を掲げたりするのには、うってつけ
のキャストが揃っていますよね。バッヂをきっかけに、まさに六本木から対話がはじまっていく
「六本木外交」（笑）。たとえば、タンザニアの人と知り合ったら、現地で山火事があったとい
うニュースを見たときに、あの人の友だちは無事かなって、他人事じゃなく思えるでしょう。

　交番の横かなんかに、でっかい白い世界地図があって、そこからバッヂをはがせたりすると

　もちろん昔から東京に住んでいる人たちに、僕たち地方出身者たちが、どれだけ迷惑をかけ
てきたかもわかっているつもりです。ゴミを出して東京を汚しているし、酸素も吸って二酸化
炭素を吐いてるし、他にもたくさん迷惑をかけている。いつも申し訳ないなあって。さっきの「違
いを認め合う」っていう歌詞は、東京の人と地方から来た人が、どうやったら尊敬しあってやっ
てけいけるかということにも通じるんじゃないかと思うんです。

　僕自身が東京に出てきたのは、どうしても東京藝大に入りたかったから。自分がやりたいこ
とは東京じゃないとできないと思っていたんです。今はそんなことありませんが、あんまり好き
じゃなかったんですよ、ふるさとが。人が近すぎるんです。踏み込んでくる、というか土足で上がっ
てくる。いつも人のウワサ話ばっかり言っていて、自慢をするわけでもなくみんなが自虐しあっ
ている、あの感じが苦しかった。

　だから東京に来たときは、すごくうれしかった。ちょっと言葉は悪いけど、かつらをかぶる
タイミングってあるじゃないですか。僕にとって上京が、まさにそれ。自分の昔を知らない人ばっ
かりのところで、一から生まれ変わることができる。隣に住んでいる人の顔がわからないなん
てさびしいとか、怖いとかいうけれど、それがあんがい心地いい。東京の人は、絶妙なデリカシー
を持っているし、とても抱擁力が高いんです。

県とか国の違いなんてどうでもいい。
　僕は、去年まで 6 年間、東京メトロの CM のプランニングをしていました。あの CM で伝
えたかったのは、東京はあったかい街だということ。みんな東京は怖い、冷たいっていうけど、
人と人がつながるいい距離感のある街なんだというのを知ってほしかった。

　でも、きっとどこかに、東京を怖い場所にしておかないと都合が悪い人たちもいるんだろう
なとも思います（笑）。たとえばヒット曲を見ても、太田裕美の「木綿のハンカチーフ」では「都
会の絵の具に染まらないで帰って」と都会の怖さを歌ってるし、内山田洋とクールファイブの
「東京砂漠」とか、「東京＝コンクリートジャングル」なんて表現もよく使われますよね。だっ
たらみんな東京になんか来なきゃいいのにって思うんだけど、それが逆に東京に行く覚悟を試
すハードルになっていたり、夢破れて地元に帰っていくときの BGM にもなっているんでしょう
ね。

　最後にこんなことを言うのはなんですが、正直、バッヂなんてどうでもいいんです。そもそ
も県なんて、明治維新のあとに誰かが決めた境目でしょう。宮藤官九郎さんが「被災地とか
被災者という言葉は好きじゃない。日本が被災地で、日本人が被災者なんだ」と言っていま
したが、それって「日本がふるさと」「世界がふるさと」っていうのと同じこと。バッヂをつけ
ることでみんなが仲よくなって、最終的には、県とか国の違いなんて関係ないんだ、っていう
ふうになったらいいなあって思うんです。

いいですね。サッカーのユニフォームみたいに交換してもいい。六本木に住んでいる人はゴー
ルド、それ以外はシルバーにしましょうか。10年住んでいるともらえる、ゴールド免許みたいに。

東京がふるさとだと思えたら、世の中はもっとやさしくなる。
　よく東京の人から、「あんたは帰る場所があるからいいよね」と言われることがあります。と
いうことは、東京の人はふるさとがない、地元がないって感じているんですね。もしかすると
そのせいで、ふるさとを失う人の気持ちを想像するのが難しくなってしまうのかもしれません。
震災直後にあった水の買いだめも東京に特徴的なことでした。これは怒っているわけでも批判
でも何でもないんですけど。だからこそ、東京の人が自分の住んでいるところをふるさとだと思
えたら、世の中がもっともっとやさしくなる気がします。

取材を終えて ......
「そんなにちゃんと考えてるわけじゃないですよ ......」と言いながらも次々と話を展開させて最
後はキッチリ着地させるのが箭内さんのすごいところ（しかも、雑談や面白いエピソードを交
えながら！）。私が箭内さんを取材をさせてもらう機会はこれまでにも数回あったのですが、イ
ンタビューでうかがった話すべてを記事に盛り込めないことをいつも残念に思っていました。
今回は本文に入れられなかった雑談の一部をブログに掲載しましたので、そちらもぜひご覧く
ださい。（edit_kentaro inoue）
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東京メトロの CM
2007 ～ 2012 年まで、箭内氏がディレクション
を担当。宮崎あおいさん、新垣結衣さんなどが出
演 し、「TOK YO  H E A R T」「TO K YO  
WONDERGROUND」といったコピーもおなじ
み。


